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(57)【要約】
【課題】ランプと接続される電源印加配線の端子部に断
線部分が発生してもランプが点灯され得るフレキシブル
印刷回路基板を提供する。
【解決手段】フレキシブル印刷回路基板は、絶縁物質か
ら成るベースフィルムと、ベースフィルムの一面に配置
された電源印加配線と、一面と反対であるベースフィル
ムの他面に配置されたバイパス配線と、電源印加配線及
びバイパス配線を電気的に接続する第１接続配線と、電
源印加配線及びバイパス配線を電気的に接続し、第１接
続配線と離隔するように配置された第２接続配線と、ベ
ースフィルムの一面及び電源印加配線上に配置され、第
２接続配線をカバーし、第１接続配線を露出させる第１
カバーフィルムと、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁物質から成るベースフィルムと、
　前記ベースフィルムの一面に配置された電源印加配線と、
　一面と反対である前記ベースフィルムの他面に配置されたバイパス配線と、
　前記電源印加配線及びバイパス配線を電気的に接続する第１接続配線と、
　前記電源印加配線及びバイパス配線を電気的に接続し、前記第１接続配線と離隔するよ
うに配置された第２接続配線と、
　前記ベースフィルムの一面及び前記電源印加配線上に配置され、前記第２接続配線をカ
バーし、前記第１接続配線を露出させる第１カバーフィルムと、を有することを特徴とす
るフレキシブル印刷回路基板。
【請求項２】
　前記第１接続配線及び第２接続配線のうちの少なくとも一つは、前記ベースフィルムを
貫くように配置され、前記電源印加配線及びバイパス配線を連結するビアを含むことを特
徴とする請求項１に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項３】
　前記ベースフィルムの他面及び前記バイパス配線上に配置され、前記第２接続配線をカ
バーし、前記第１接続配線を露出させる第２カバーフィルムを更に有することを特徴とす
る請求項１に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項４】
　前記第１カバーフィルムの長さは、前記第２カバーフィルムの長さと異なることを特徴
とする請求項３に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項５】
　前記電源印加配線又は前記バイパス配線上に配置され、前記第１接続配線と接続される
はんだを更に有することを特徴とする請求項１に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項６】
　前記第１接続配線及び第２接続配線との間の前記電源印加配線の一部に断線部分が発生
した場合、外部電源は、前記バイパス配線を通じて印加されることを特徴とする請求項１
に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項７】
　前記外部電源は、前記バイパス配線、前記第２接続配線、及び前記電源印加配線を順次
に通過することを特徴とする請求項６に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項８】
　前記第１接続配線及び第２接続配線のうちの少なくとも一つは、前記ベースフィルムの
側面を囲むように配置され、前記電源印加配線及びバイパス配線を連結するクリップであ
ることを特徴とする請求項１に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項９】
　前記ベースフィルムの他面及び前記バイパス配線上に配置され、前記第２接続配線をカ
バーし、前記第１接続配線を露出させる第２カバーフィルムを更に有することを特徴とす
る請求項８に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【請求項１０】
　前記ベースフィルムの他面及び前記バイパス配線上に配置され、前記第２接続配線をカ
バーし、前記第１接続配線を露出させる第２カバーフィルムを更に有し、
　前記第１接続配線は、前記ベースフィルムの側面を囲むように配置され、前記電源印加
配線及びバイパス配線を連結する第１クリップを含み、
　前記第２接続配線は、第２クリップ、及び前記第２クリップの少なくとも一部を覆うよ
うに前記ベースフィルムの側面に配置された第３カバーフィルムを含むことを特徴とする
請求項１に記載のフレキシブル印刷回路基板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、フレキシブル印刷回路基板に関し、より詳細にはランプと接続される電源印
加配線の端子部に断線部分が発生してもランプが点灯され得るフレキシブル印刷回路基板
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　　ＬＣＤ）は、現在
最も広く使われているフラットパネル表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ
　　ＦＰＤ）の一つとして、電極が配置されている２枚の基板と、その間に挿入されてい
る液晶層とで形成され、電極に電圧を印加し、液晶層の液晶分子を再配列させることによ
って透過する光の量を調節する表示装置である。
【０００３】
　受動発光装置である液晶表示装置は、画面を表示する液晶パネル及び液晶パネルに光を
供給するバックライトアッセンブリを含む。バックライトアッセンブリは、例えば、ＬＥ
Ｄ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）のようなランプが実装されたフレキシ
ブル印刷回路基板及び電源を供給するランプ駆動用印刷回路基板を用いて光を放出する。
ここで、ランプが実装されたフレキシブル印刷回路基板は、その一面又は両面に配置され
た配線を用いてランプ駆動用印刷回路基板と電気的に接続される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】大韓民国公開１０－２００６－１１４８８０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、フレキシブル印刷回路基板の配線のうち外部電源が印加される部分は、カバー
フィルムによって覆われていない。これによって配線にクラック（ｃｒａｃｋ）などが発
生して断線が誘発され得る。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は
、ランプと接続される電源印加配線の端子部に断線部分が発生してもランプが点灯され得
るフレキシブル印刷回路基板を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一特徴によるフレキシブル印刷回路基板は
、絶縁物質から成るベースフィルムと、前記ベースフィルムの一面に配置された電源印加
配線と、一面と反対である前記ベースフィルムの他面に配置されたバイパス配線と、前記
電源印加配線及びバイパス配線を電気的に接続する第１接続配線と、前記電源印加配線及
びバイパス配線を電気的に接続し、前記第１接続配線と離隔するように配置された第２接
続配線と、前記ベースフィルムの一面及び前記電源印加配線上に配置され、前記第２接続
配線をカバーし、前記第１接続配線を露出させる第１カバーフィルムと、を有する。
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一特徴による液晶表示装置は、光をガイド
する導光板と、絶縁物質から成るベースフィルム、前記ベースフィルムの一面に配置され
た電源印加配線、前記ベースフィルムの他面に配置されたバイパス配線、前記電源印加配
線及びバイパス配線を電気的に接続する第１接続配線、前記電源印加配線及びバイパス配
線を電気的に接続して前記第１接続配線と離隔するように配置された第２接続配線、及び
前記ベースフィルムの一面及び前記電源印加配線上に配置されて前記第２接続配線をカバ
ーし、前記第１接続配線を露出させる第１カバーフィルムを有し、前記導光板の一側に配
置されたフレキシブル印刷回路基板と、前記フレキシブル印刷回路基板に実装されて前記



(4) JP 2009-295989 A 2009.12.17

10

20

30

40

50

配線パターンと接続されるランプと、前記導光板を収納する下部収納容器と、を備える。
【０００９】
　本発明のその他の特徴の具体的な内容は詳細な説明及び図面に含まれる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のフレキシブル印刷回路基板及びこれを含む液晶表示装置によれば、フレキシブ
ル印刷回路基板の端子に断線部分が発生してもランプが点灯され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態によるフレキシブル印刷回路基板の斜視図である。
【図２】図１に示すＡ部分の拡大正面図である。
【図３】図１に示すＢ－Ｂ’線に沿って切断したフレキシブル印刷回路基板の断面図であ
る。
【図４】本発明の第２実施形態による液晶表示装置の分解斜視図である。
【図５】本発明の第２実施形態による液晶表示装置に含まれるフレキシブル印刷回路基板
とランプ駆動用印刷回路基板との結合関係を示す概略図である。
【図６】本発明の第３実施形態によるフレキシブル印刷回路基板の正面図である。
【図７】図６に示すＣ部分の拡大斜視図である。
【図８】図７に示すＤ－Ｄ’線に沿って切断したフレキシブル印刷回路基板の断面図であ
る。
【図９】本発明の第４実施形態による液晶表示装置の分解斜視図である。
【図１０】本発明の第４実施形態による液晶表示装置に含まれるフレキシブル印刷回路基
板とランプ駆動用印刷回路基板との結合関係を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の利点、特徴、及びそれらを達成する方法は、図面と共に詳細に後述する実施形
態を参照すれば明確になるであろう。しかし、本発明は、以下で開示される実施形態に限
定されるものではなく、異なる多様な形態で実現されるものであり、単に本実施形態は本
発明の開示を完全なものにし、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明の
範疇を完全に知らしめるために提供されるものである。従って、いくつかの実施形態にお
いて、公知の工程段階、公知の素子構造及び公知の技術は、本発明が曖昧に解釈されるこ
とを避けるために具体的に説明しない。明細書全体において、同一の参照符号は同一の構
成要素を指称する。
【００１３】
　空間的に相対的な用語である「下（ｂｅｌｏｗ）」、「下（ｂｅｎｅａｔｈ）」、「下
部（ｌｏｗｅｒ）」、「上（ａｂｏｖｅ）」、「上部（ｕｐｐｅｒ）」などは、図面に示
されているように、一つの素子又は構成要素と異なる素子又は構成要素との相関関係を容
易に記述するために使用され得る。空間的に相対的な用語は、図面に示されている方向に
加えて、使用時又は動作時における素子の互いに異なる方向を含む用語として理解されな
ければならない。例えば、図面に示されている素子を指す場合に、他の素子の「下（ｂｅ
ｌｏｗ）」又は「下（ｂｅｎｅａｔｈ）」と記述されている素子は、他の素子の「上（ａ
ｂｏｖｅ）」に置かれ得る。従って、例示的な用語である「下」は、下と上の方向をすべ
て含み得る。素子が他の方向に配向された場合も、これにより空間的に相対的な用語は配
向に応じて解釈することができる。
【００１４】
　本明細書で使用される用語は実施形態を説明するためのものであり、本発明を制限しよ
うとするものではない。本明細書で、単数形は文言に特別に言及しない限り複数形も含む
。本明細書において「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」又は「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ
）」を使用した場合に、言及された構成要素、段階、動作及び素子は、一つ以上の他の構
成要素、段階、動作及び／又は素子の存在又は追加を排除するものではない。
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【００１５】
　特に定義していない場合には、本明細書で使用されるすべての用語（技術及び科学的用
語を含む）は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に共通に理解できる意味
で使用され得るものである。また一般的に使用される辞典に定義されている用語は、明白
に特に定義されていない限り理想的に又は過度に解釈されない。
【００１６】
　以下、本発明のフレキシブル印刷回路基板及びこれを含む液晶表示装置を実施するため
の形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１７】
　先ず、図１～図３を参照して本発明の第１実施形態によるフレキシブル印刷回路基板に
ついて詳細に説明する。図１は、本発明の第１実施形態によるフレキシブル印刷回路基板
の斜視図であり、図２は、図１に示すＡ部分の拡大正面図である。図３は、図１に示すＢ
－Ｂ’線に沿って切断したフレキシブル印刷回路基板の断面図である。
【００１８】
　本実施形態のフレキシブル印刷回路基板２００は、ベースフィルム２０５、ベースフィ
ルム２０５の一面及び他面に各々配置された電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及
びバイパス配線３２０ａ、３２０ｂ、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０とバイパ
ス配線３２０ａ、３２０ｂを接続する第１接続配線４１０及び第２接続配線４２０を含む
。
【００１９】
　ベースフィルム２０５は、フレキシブル（ｆｌｅｘｉｂｌｅ）で、容易に折り曲げるこ
とができ、電気的な絶縁性が優秀な樹脂材質、例えば、ポリイミド（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ
）でなされ得る。ベースフィルム２０５は、ランプ３５０が実装されるランプ実装部、及
びランプ実装部から延長され、一端に電源印加配線３１０ａ、３１０ｂとバイパス配線３
２０ａ、３２０ｂが配置された端子部を含み得る。端子部は、ランプ実装部から折り曲げ
られて形成され得、これによって、ベースフィルム２０５は、例えば、「Ｔ」字形状又は
「フ」字形状を有し得るが、これに限定されるものではなく、端子部とランプ実装部が折
り曲げられていない「バー（ｂａｒ）形状」で形成され得る。
【００２０】
　ベースフィルム２０５のランプ実装部は、複数のランプ３５０が実装されるようにバー
形状を有することができる。ランプ３５０は、ベースフィルム２０５のランプ実装部の一
面に実装され得、例えば、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を用い
た線光源であり得る。複数のＬＥＤは、ランプ実装部の長さ方向に沿って所定間隔に配置
され得る。ＬＥＤは、それぞれ白色光を発散する白色ＬＥＤであるか、赤色、緑色及び青
色ＬＥＤが混合されて白色光を発するＬＥＤパッケージであり得る。
【００２１】
　各ＬＥＤの両端は、ランプ接続端子３６０ａ、３６０ｂに接続することができる。各ラ
ンプ接続端子３６０ａ、３６０ｂは導電性物質から成り、ＬＥＤのリード（ｌｅａｄ）が
ランプ接続端子３６０ａ、３６０ｂに接続される。ランプ接続端子３６０ａ、３６０ｂは
、それぞれ外部電源の陽極及び陰極と接続することができる。各ＬＥＤが実装されたラン
プ接続端子３６０ａ、３６０ｂは、ランプ接続配線パターン３４０によって接続されてお
り、フレキシブル印刷回路基板２００の最外郭に位置するランプ接続端子３６０ａ、３６
０ｂは電源印加配線３３０と接続される。複数のＬＥＤは互いに直列又は並列に接続する
ことができる。
【００２２】
　電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０は、フレキシブル印刷回路基板２００の端子
部に折り曲げられ、外部電源と接続することができる。
【００２３】
　電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及びランプ接続配線パターン３４０は、例え
ば、銅、アルミニウム、銀、ニッケルなどの金属物質又はこれらの合金などでなされ得る
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。
【００２４】
　電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及びランプ接続配線パターン３４０は、例え
ば、キャスティング（ｃａｓｔｉｎｇ）、ラミネーティング（ｌａｍｉｎａｔｉｎｇ）、
電気メッキ（ｅｌｅｃｔｒｏｐｌａｔｉｎｇ）などの方法を用いてベースフィルム２０５
の一面に形成され得る。ここで、キャスティングは、圧延銅薄膜などの上部に液状ベース
フィルム２０５を塗布し、熱硬化させる方法であり、ラミネーティングは、ベースフィル
ム２０５に圧延銅薄膜などを熱圧搾する方法である。また、電気メッキは、ベースフィル
ム２０５上に銅シード層（ｓｅｅｄ　ｌａｙｅｒ）を蒸着した後、銅が鎔けている電解質
の中にベースフィルム２０５を入れて電気を印加し、銅薄膜などを形成する方法である。
ここで、銅薄膜にパターニングされる配線は、銅薄膜に写真／エッチング（ｐｈｏｔｏ／
ｅｔｃｈｉｎｇ）工程を行い、銅薄膜を選択的にエッチングすることによって所定の回路
を構成するように配置される。
【００２５】
　電源印加配線３１０ａ、３１０ｂは、それぞれの外部電源の陽極端子及び陰極端子と接
続してランプ３５０及びランプ接続配線パターン３４０と共に閉回路を構成することがで
きる。
【００２６】
　ベースフィルム２０５の一面上には、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及びラ
ンプ接続配線パターン３４０を覆うように第１カバーフィルム２１０が配置され、外部の
衝撃や腐蝕物質から電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及びランプ接続配線パター
ン３４０を保護する。この際、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０
ａ、３１０ｂには第１カバーフィルム２１０が形成されず、従って、電源印加配線３１０
ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０ａ、３１０ｂは外部に露出する。このような第１カ
バーフィルム２１０にはソルダレジストが代表的に使用され得る。
【００２７】
　ベースフィルム２０５の終端に配置された端子部３１０ａ、３１０ｂは、外部電源の印
加を受けるための部分である。端子部３１０ａ、３１０ｂは、外部端子との接触抵抗が減
少するように電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の他の部分に比べて、その面積が
広く形成され得る。
【００２８】
　フレキシブル印刷回路基板２００が折り曲げられて配置され、端子部３１０ａ、３１０
ｂは、第１カバーフィルム２１０によって保護されず、外部に露出するため、端子部３１
０ａ、３１０ｂにはクラック（ｃｒａｃｋ）のような断線部分（Ｃｒ）が発生しやすい。
【００２９】
　このように端子部３１０ａ、３１０ｂに断線部分が発生した場合、外部電源が印加され
てもランプ３５０全体が点灯しない不良が発生し得る。本実施形態のフレキシブル印刷回
路基板２００は、端子部３１０ａ、３１０ｂに断線部分（Ｃｒ）が発生してもランプ３５
０まで電源が印加されるようにバイパス配線３２０ａ、３２０ｂ及び第１接続配線４１０
と第２接続配線４２０を備える。
【００３０】
　ベースフィルム２０５の他面には、バイパス配線３２０ａ、３２０ｂが配置される。バ
イパス配線３２０ａ、３２０ｂは、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０と同一の材
質及び同一の方式で形成され得る。バイパス配線３２０ａ、３２０ｂは、第１接続配線４
１０及び第２接続配線４２０によって電源印加配線３１０ａ、３１０ｂと接続される。
【００３１】
　本実施形態の第１接続配線４１０及び第２接続配線４２０のうちの少なくとも一つは、
ベースフィルム２０５を貫くように配置され、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ及びバイ
パス配線３２０ａ、３２０ｂを接続するビア（ｖｉａ）であり得る。本実施形態の第１接
続配線４１０及び第２接続配線４２０は、それぞれ第１及び第２ビアであり得る。
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【００３２】
　第１及び第２ビアは、ベースフィルム２０５を所定の間隔で穿孔し、ビアホールを形成
し、例えば、キャスティング、ラミネーティング、又は電気メッキ法によって銅又はアル
ミニウムのような導電性物質をビアホールに充填して形成することができる。第１及び第
２ビアは、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ又はバイパス配線３２０ａ、３２０ｂを形成
する工程と共に形成され得る。第１ビアは、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂの末端部に
形成され得、第１カバーフィルム２１０によってカバーされず、露出して外部電源と接続
される。
【００３３】
　電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ及び／又はバイパス配線３２０ａ、３２０ｂ上にはは
んだ（ｓｏｌｄｅｒ）が配置され、外部端子と接続することができ、はんだは、第１ビア
を覆うように形成され得る。即ち、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ及び／又はバイパス
配線３２０ａ、３２０ｂは、外部端子とはんだ付け法によって電気的に接続することがで
きる。
【００３４】
　第２接続配線４２０、例えば、第２ビアは電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の
うち、第１カバーフィルム２１０によってカバーされた部分３３０に配置される。第１カ
バーフィルム２１０によってカバーされた電源印加配線部分３３０は、電源印加配線３１
０ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０ａ、３１０ｂに比べて、断線部分（Ｃｒ）の発生
の危険性が減少する。即ち、断線部分（Ｃｒ）は、フレキシブル印刷回路基板２００の電
源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０のうち、第１カバーフィルム２１０によってカバ
ーされない端子部３１０ａ、３１０ｂに発生する危険性が高く、その場合、断線部分（Ｃ
ｒ）は、第２接続配線４２０と第１接続配線４１０との間に位置する。これによって、電
源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０ａ、３１０ｂに断線部分（Ｃｒ）
が発生してもはんだを通して印加された外部電源は、バイパス配線３２０ａ、３２０ｂ及
び第２接続配線４２０を順次に経て電源印加配線３３０に伝達されることによって、断線
部分（Ｃｒ）を迂回し、ランプ３５０を点灯させることができる。外部電源が電源印加配
線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０ａ、３１０ｂの先端に印加された場合、外
部電源は、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０ａ、３１０ｂ、第１
接続配線４１０、バイパス配線３２０ａ、３２０ｂ及び第２接続配線４２０を順次に経て
電源印加配線３３０に伝達されランプ３５０を点灯させることもできる。
【００３５】
　バイパス配線３２０ａ、３２０ｂの一部は、第２カバーフィルム２２０によってカバー
される。第２カバーフィルム２２０は、第２接続配線４２０をカバーするが、第１接続配
線４１０を露出するように、ベースフィルム２０５の他面及びバイパス配線３２０ａ、３
２０ｂ上に配置される。
【００３６】
　第１カバーフィルム２１０と第２カバーフィルム２２０は、互いに異なる長さＬ１、Ｌ

２で形成され得る。本明細書において、「第１カバーフィルム２１０の長さＬ１と第２カ
バーフィルム２２０の長さＬ２」は、第１カバーフィルム２１０と第２カバーフィルム２
２０によって露出したベースフィルム２０５の長さＬ１、Ｌ２を意味し、実際の第１カバ
ーフィルム２１０と第２カバーフィルム２２０の全体の長さを意味するものではない。こ
のように、第１カバーフィルム２１０の長さＬ１と第２カバーフィルム２２０の長さＬ２

が相異するように形成する理由は、フレキシブル印刷回路基板２００が折り曲げられて配
置される場合、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０ａ、３１０ｂは
勿論、バイパス配線３２０ａ、３２０ｂにも断線部分（Ｃｒ）が発生する恐れがあるため
、第１カバーフィルム２１０の長さと第２カバーフィルム２２０の終端の位置が相異する
ようにし、断線部分（Ｃｒ）が発生する危険性を最小化するためである。本実施形態にお
いては、第１カバーフィルム２１０より第２カバーフィルム２２０が長く配置されたもの
を図示したが、これに限定されず、第１カバーフィルム２１０が第２カバーフィルム２２
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０の長さより長く形成され得る。
【００３７】
　以下、図４及び図５を参照して本発明の第２実施形態による液晶表示装置について詳細
に説明する。図４は、本発明の第２実施形態による液晶表示装置の分解斜視図であり、図
５は、本発明の第２実施形態による液晶表示装置に含まれるフレキシブル印刷回路基板と
ランプ駆動用印刷回路基板との結合関係を示す概略図である。以下の実施形態では、本発
明の第１実施形態と同一の機能を有する構成要素に対しては同一の図面符号を使用し、説
明の便宜上、該当する構成要素に対する詳細な説明は省略又は簡略化する。
【００３８】
　図４及び図５を参照すると、本実施形態の液晶表示装置３００は、大きく液晶パネルア
ッセンブリ及びバックライトアッセンブリを含む。
【００３９】
　液晶パネルアッセンブリは、第１基板１１１、第２基板１１２、これらの表面に配置さ
れた偏光板（未図示）を含む液晶パネル１１０、液晶（未図示）、ゲート駆動ＩＣ１１６
、データテープキャリアパッケージ１１７及び液晶パネル駆動用印刷回路基板１１８を含
む。
【００４０】
　液晶パネル１１０は、ゲートライン（未図示）、データライン（未図示）、及び画素電
極などを含む第１基板１１１と、ブラックマトリックス（ｂｌａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）、
カラーフィルター、及び共通電極などを含み、第１基板１１１に対向するように配置され
た第２基板１１２、及び第１基板１１１の下部に配置された偏光板と第２基板１１２上部
に配置された偏光板とを含む。カラーフィルターや共通電極は、液晶パネル１１０の種類
によって第１基板１１１に配置することもできる。
【００４１】
　液晶パネル１１０は、上述した平板形状の基板が積層され、後述する中間収納容器１５
０に配置される。
【００４２】
　そして、ゲート駆動ＩＣ１１６は、第１基板１１１上に集積されて配置された各ゲート
ライン（未図示）に接続され、データテープキャリアパッケージ１１７は、第１基板１１
１に配置された各データライン（未図示）に接続される。
【００４３】
　一方、液晶パネル駆動用印刷回路基板１１８には、ゲート駆動ＩＣ１１６にゲート駆動
信号を入力し、データテープキャリアパッケージ１１７にデータ駆動信号を入力するゲー
ト駆動信号及びデータ駆動信号を処理するための様々な駆動部品を実装することができる
。
【００４４】
　バックライトアッセンブリは、導光板１４１、光学シート１４２、反射シート１６０、
フレキシブル印刷回路基板２００、ランプ３５０、中間収納容器１５０、及び下部収納容
器１７０を含む。
【００４５】
　導光板１４１は、下部収納容器１７０に収納され、ランプ３５０から出射された光をガ
イドする。
【００４６】
　導光板１４１は、光を効率的にガイドできるように透光性を有する材料、例えば、ＰＭ
ＭＡ（ＰｏｌｙＭｅｔｈｙｌＭｅｔｈＡｃｒｙｌａｔｅ）のようなアクリル樹脂、ポリカ
ーボネート（ＰＣ　　ＰｏｌｙＣａｒｂｏｎａｔｅ）のような一定の屈折率を有する材料
でなされ得る。
【００４７】
　このような材料から成る導光板１４１の一側面に入射した光は、導光板１４１の臨界角
以内の角度を有する場合、導光板１４１内部に伝達され、導光板１４１の上面又は下面に
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入射した時、光の角度が臨界角から外れるようになり、導光板１４１外部に出射されず、
導光板１４１内部にもれなく伝達される。
【００４８】
　導光板１４１の上面及び下面のうちのいずれか一つの面、例えば、下面にはガイドされ
た光が上部に出射できるように散乱パターン（未図示）が形成され得る。
【００４９】
　一つ以上の光学シート１４２は、導光板１４１の上面に配置され、導光板１４１から伝
達される光を拡散して集光する役割を果たす。光学シート１４２は、拡散シート、プリズ
ムシート、保護シートなどを含み得る。拡散シートは、導光板１４１とプリズムシートと
の間に位置することができ、導光板１４１から入射する光を分散させ、光が部分的に密集
することを防止することができる。プリズムシートは、一面に三角柱形状のプリズムが一
定の配列を有して配置され得、拡散シートで拡散された光を液晶パネル１１０に垂直方向
に集光する役割を果たすことができる。保護シートは、プリズムシートの上に形成され得
、プリズムシートの表面を保護し、光を拡散させて光の分布を均一にすることができる。
【００５０】
　中間収納容器１５０は、全体的に４個の側壁及び支持段を含む長方形の枠組み形状であ
り得る。中間収納容器１５０の側壁は、下部収納容器側壁と締結され得、中間収納容器１
５０の支持段は、液晶パネル１１０を支持し、導光板１４１と光学シート１４２を押さえ
て固定させることができる。
【００５１】
　中間収納容器１５０は、中間収納容器１５０によって固定される部品が破損することを
防止するために、例えば、プラスチック材質のモールドフレームであり得る。
【００５２】
　反射シート１６０は、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ　　ＰｏｌｙＥｔ
ｈｙｌｅｎｅ　Ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ）からなり、反射性を有することができ、そ
の片方の表面は、例えば、二酸化チタンを含む拡散層でコーティングすることができる。
【００５３】
　反射シート１６０は、導光板１４１の下面を囲むように配置され、導光板１４１の下部
及び下部収納容器１７０の側面に放出される光を上部に反射する。具体的に、導光板１４
１背面に配置された微細なドットパターンによって、反射されていない光を再び導光板１
４１の出射面側に反射させることによって光の損失を減らすことができる。
【００５４】
　下部収納容器１７０は、導光板１４１とランプ３５０が安着される底板１７１、底板１
７１の外周から底板１７１と実質的に垂直方向に延長されて底板１７１を囲む下部収納容
器側壁を含む。下部収納容器側壁は、部品を収納したりランプ３５０をカバーしたりする
ために上部が折り曲げられることがある。
【００５５】
　下部収納容器１７０の底板１７１にはフレキシブル印刷回路基板２００の端子部が貫く
貫通溝１７５が形成され得る。
【００５６】
　本実施形態のフレキシブル印刷回路基板２００は、本発明の第１実施形態と同一であり
、フレキシブル印刷回路基板２００の一部は、貫通溝１７５を通過し、下部収納容器１７
０の背面側に配置され得る。即ち、フレキシブル印刷回路基板２００のランプ実装部は、
導光板１４１の一側に配置され、フレキシブル印刷回路基板２００の端子部は、下部収納
容器１７０の背面側に折り曲げられ、ランプ駆動用印刷回路基板１３０から電源の印加を
受けることができる。しかし、フレキシブル印刷回路基板２００は、必ずしも貫通溝１７
５を貫いて下部収納容器１７０の背面に実装されなければならないものではなく、例えば
、下部収納容器１７０の側壁に沿って折り曲げられて下部収納容器１７０の背面に実装さ
れ得、或いは下部収納容器１７０の底板１７１に配置され得るなど、フレキシブル印刷回
路基板２００の配置構造は多様に変形することが可能である。
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【００５７】
　フレキシブル印刷回路基板２００は、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及び／
又はバイパス配線３２０ａ、３２０ｂがその上に配置され、第１接続配線４１０と接続さ
れるはんだ４３０を更に含む。フレキシブル印刷回路基板２００は、はんだ４３０によっ
てランプ駆動用印刷回路基板１３０と接続する。具体的にランプ駆動用印刷回路基板１３
０の外部電極１３１から印加された電源は、バイパス配線３２０ａ、３２０ｂと接続され
たはんだ（未図示）、バイパス配線３２０ａ、３２０ｂ、第２接続配線４２０、及び電源
印加配線３３０を経てランプ３５０に伝達することができる。これによって、フレキシブ
ル印刷回路基板２００の電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０に断線部分（Ｃｒ）が
発生しても外部電源はこの部分を迂回し、ランプ３５０に伝達することができるため、ラ
ンプ３５０未点灯の不良を防止することができる。外部電源は、これに限定されず、電源
印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０の端子部３１０ａ、３１０ｂ、第１接続配線４１０
、バイパス配線３２０ａ、３２０ｂ及び第２接続配線４２０を順次に経て、電源印加配線
３３０に伝達されてランプ３５０を点灯させることもできる。本実施形態の第１接続配線
４１０及び／又は第２接続配線４２０のうちの少なくとも一つは、ベースフィルム２０５
を貫くように配置され、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及びバイパス配線３２
０ａ、３２０ｂを接続するビアであり得る。
【００５８】
　上部収納容器１８０は、フック結合（未図示）及び／又はねじ結合（未図示）によって
下部収納容器１７０と締結することができる。のみならず、上部収納容器１８０と下部収
納容器１７０との結合は多様な形態で変形することができる。
【００５９】
　以下、図６～図８を参照して本発明の第３実施形態によるフレキシブル印刷回路基板に
ついて詳細に説明する。図６は、本発明の第３実施形態によるフレキシブル印刷回路基板
の正面図であり、図７は、図６に示すＣ部分の拡大斜視図である。図８は、図７に示すＤ
－Ｄ’線に沿って切断したフレキシブル印刷回路基板の断面図である。
【００６０】
　図６～図８を参照すると、本実施形態の第１接続配線４１１及び／又は第２接続配線４
２１のうちの少なくとも一つはベースフィルム２０６の側面を囲むように配置され、電源
印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及びバイパス配線３２０ａ、３２０ｂを接続するク
リップ（ｃｌｉｐ）であり得る。
【００６１】
　後述するクリップが電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ及びバイパス配線３２０ａ、３２
０ｂを囲むため、本実施形態のベースフィルム２０６のクリップが配置される部分の幅を
減少させて形成することができる。
【００６２】
　本実施形態のクリップは、本発明の第１実施形態のビアと同様に、電源印加配線３１０
ａ、３１０ｂ、３３０にクラック（Ｃｒ）のような断線部分が発生しても外部電源がラン
プ３５０に印加され得る迂回通路を提供する。即ち、本実施形態の第１接続配線４１１及
び第２接続配線４２１が各々第１及び第２クリップである場合、第１及び第２クリップと
の間の電源印加配線３３０にクラック（Ｃｒ）が発生しても外部電源は、バイパス配線３
２０ａ、３２０ｂ、第２クリップ２３２及び電源印加配線３３０を経てランプ３５０に伝
達され得る。
【００６３】
　本実施形態のクリップは、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及びバイパス配線
３２０ａ、３２０ｂと同一の導電性物質でなされ得る。クリップは、ベースフィルム２０
６の側面から例えば「コ」の形状に折り曲げられ、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３
３０及びバイパス配線３２０ａ、３２０ｂと接触する。
【００６４】
　本実施形態においては、導電性物質から成る第１クリップ及び／又は第２クリップが外
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部衝撃によって破損又はショートしないように、絶縁物質から成る第３カバーフィルム２
３１で第１クリップ及び／又は第２クリップが配置されたクリップをカバーすることがで
きる。第３カバーフィルム２３１は、ベースフィルム２０６の側面、電源印加配線３１０
ａ、３１０ｂ、３３０の一部、及びバイパス配線３２０ａ、３２０ｂの一部を覆うように
配置されて第１クリップ及び／又は第２クリップをカバーする。外部電源がバイパス配線
３２０ａ、３２０ｂと接触せず、第１クリップと接触する場合、第１クリップと外部電源
端子が接触する部分には第３カバーフィルム２３１が形成されないこともある。
【００６５】
　本発明の第１実施形態と同様に、第１カバーフィルム２１０及び第２カバーフィルム２
２０は、第２クリップ２３２を覆って、第１クリップを露出するように、電源印加配線３
１０ａ、３１０ｂ、３３０及びフレキシブル印刷回路基板２０１上に形成され得る。第１
カバーフィルム２１０と第２カバーフィルム２２０との長さは、互いに異なるように配置
され、クラック発生の危険性を減少させることができる。
【００６６】
　以下、図９及び図１０を参照して本発明の第４実施形態による液晶表示装置について説
明する。図９は、本発明の第４実施形態による液晶表示装置の分解斜視図であり、図１０
は、本発明の第４実施形態による液晶表示装置に含まれるフレキシブル印刷回路基板とラ
ンプ駆動用印刷回路基板との結合関係を示す概略図である。
【００６７】
　本実施形態による液晶表示装置は、第１接続配線４１１及び／又は第２接続配線４２１
が第１クリップ及び／又は第２クリップのフレキシブル印刷回路基板２０１を含む。
【００６８】
　下部収納容器１７０の底板１７１にもフレキシブル印刷回路基板２０１の端子部が貫く
貫通溝１７５が形成され得る。
【００６９】
　本実施形態のフレキシブル印刷回路基板２０１は、本発明の第２実施形態と同一であり
得、フレキシブル印刷回路基板２０１の一部は、貫通溝１７５を通過して下部収納容器１
７０の背面側に配置される。
【００７０】
　フレキシブル印刷回路基板２０１は、電源印加配線３１０ａ、３１０ｂ、３３０及び／
又はバイパス配線３２０ａ、３２０ｂ上に配置されたはんだ４３０を更に含む。はんだ４
３０は、第１クリップ上に形成されたり第１クリップと接続したりすることができる。即
ち、フレキシブル印刷回路基板２０１は、はんだ４３０を通してランプ駆動用印刷回路基
板１３０と接続され、第１クリップと第２クリップとの間の電源印加配線３１０ａ、３１
０ｂ、３３０上にクラック（Ｃｒ）が発生しても外部電源がランプ３５０に伝達すること
ができる。
【００７１】
　以上、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上述の実
施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的範囲から逸脱しない範囲内で多様に変
更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００７２】
　１１０　　液晶パネル
　１１１　　第１基板
　１１２　　第２基板
　１１６　　ゲート駆動ＩＣ
　１１７　　データテープキャリアパッケージ
　１１８　　液晶パネル駆動用印刷回路基板
　１３０　　ランプ駆動用印刷回路基板
　１３１　　外部電極
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　１４１　　導光板
　１４２　　光学シート
　１５０　　中間収納容器
　１６０　　反射シート
　１７０　　下部収納容器
　１７１　　底板
　１７５　　貫通溝
　１８０　　上部収納容器
　２００、２０１　　フレキシブル印刷回路基板
　２０５、２０６　　ベースフィルム
　２１０　　第１カバーフィルム
　２２０　　第２カバーフィルム
　２３１　　第３カバーフィルム
　２３２　　第２クリップ
　３００、３０１　　液晶表示装置
　３１０ａ、３１０ｂ　　電源印加配線、電源印加配線の端子部
　３２０ａ、３２０ｂ　　バイパス配線
　３３０　　電源印加配線
　３４０　　ランプ接続配線パターン
　３５０　　ランプ
　３６０ａ、３６０ｂ　　ランプ接続端子
　４１０、４１１　　第１接続配線
　４２０、４２１　　第２接続配線
　４３０　　はんだ

【図１】

【図２】

【図３】



(13) JP 2009-295989 A 2009.12.17

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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